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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、北谷町で進めておりますプロジェクト「北谷町美浜メディアステーション利活用にかかる民間活力導入可能性調査」の事業概要についてお話しさせていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
説明に入ります前に、３分程度の観光プロモーションビデオで北谷町をご紹介させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「１北谷町の紹介」
北谷町は、県都の那覇市から北へ約１６キロメートルの沖縄本島の中部に位置しており、沖縄県の玄関口から車で約30分の場所にあります。
また沖縄南インターからは車で約15分の距離となっており、アクセスの良い場所となっております。
町の面積は13.91平方ｷﾛﾒｰﾄﾙで、その約半分（51.6％）が米軍施設となっており、人口は令和６年７月末時点で29,190人となっております。
近年は西海岸の美浜アメリカンビレッジ、デポアイランドの進展に伴い、沖縄県内でも”賑わいのあるエリア”として高い評価を受けております。
今回のプロジェクト対象施設は、スライド右下の地図に赤丸で囲っている場所になります。


*'315"0“5@7 2 KB A (LS —
PR | s ) REFEGHAR)

e

T—



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「２対象施設（美浜メディアステーション）」
対象施設の「美浜メディアステーション」はプロモーションビデオでも少し登場しておりましたが、北谷町の西側にあり美浜アメリカンビレッジ内に位置しております。
また美浜メディアステーションの隣には約1,500台駐車可能な美浜公共駐車場があり、現在は沖縄県の事業で、観光客が多様な交通手段を利用し、観光拠点エリアの移動を円滑に行えるようにするため、「観光２次交通結節点 （北谷ゲートウェイ）」を設置する実証事業を行っております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「３施設概要」
記載している表の通りとなっております。
美浜メディアステーションは、情報通信業において研究開発に必要な施設等の提供及び研究開発成果の事業化を目指す者の支援を行うとともに、本町の地域の振興に資する産業へ寄与することが設置目的となっております。
用途・地区計画については、第一種中高層住居専用地域　、「美浜地区地区計画区域」駐車場地区として指定されていることから、現時点では用途に制限がございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「４施設図面」
美浜メディアステーション１Fの図面となっております。
施設中央には県内のＣＭ撮影などに使用されているスタジオや地域の方が利用するカフェ、交番などが入居しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
施設２Fについては、管理事務所や会議室、町民などに利用されているPCルーム、企業が入居可能な事務室などがございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３Fについては、インキュベート室、会議室、事務室、ラウンジがございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「５検討の背景」
事業の検討の背景については大きく２つございます。
美浜メディアステーションは建築から２１年が経過しており、建物の劣化や設備等の老朽化に伴う修繕や設備更新等が必要になっております。（施設老朽化）
また、開所以降の周辺環境の変化に伴い、現在のニーズを調査し、それに合わせた施設の活用を検討する必要が生じております。（ニーズの変化）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「６周辺環境の変化」
平成15年の美浜メディアステーションが建設された時期の写真図ですが、当時は沖縄県の入域観光客数が5,084,700人で北谷町にはリゾートホテルが１棟、客室数が280室となっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「６周辺環境の変化」
続いて、令和6年の状況ですが、美浜アメリカンビレッジ、フィッシャリーナ地区の進展に伴いリゾートホテル数が11棟、客室数が1,785室と増加し、本町の推計値では町全域における年間宿泊者数が約110万人となっております。
また、沖縄県の入域観光客数が8,532,600人で、令和５年度北谷町観光動向分析調査では3,127,981人の観光客が本町を訪れており、美浜メディアステーション建設当時と比較すると大幅に観光客が増加し、周辺環境も大きく変化しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「７．躯体の状況・用途地域と地区計画」
美浜メディアステーションは2020年3月に実施した建物設備劣化診断調査によると、鉄筋コンクリート造となっており、法定耐用年数は４７年であることから、まだ活用できる状況であることが分かりました。
また、用途、地区計画が「第1種中高層住居専用地域」、「美浜地区計画区域　駐車場地区」と指定されており、事務所の用途で建築を行っていることから、活用用途に制限がございます。
今後、用途地域については、様々なご意見なども踏まえ、状況に応じて変更も模索していきたいと考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「８．北谷町として目指したいこと」
①施設の効率的な運営
施設の諸室や機能を整理し、現在のニーズに合った適切な事業内容にすることで維持管理や運営を効率化していきたいと考えております。

②民間活力の導入
民間活力を導入し、効率的な施設改修（整備）を行うとともに、民間事業者のノウハウを活用したより質の高いサービスの提供により、利用者の満足度向上を図りたいと考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「９．民間の皆様に期待すること」
期待すること　お伺いしたいこと
①～
②～
③～
具体的な方針等については、これから決定していく予定となっており、今回のプラットフォームでは民間事業者様から幅広いご意見をいただきたいと考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、事業全体の予定スケジュールをご紹介します。
今年度はステップ１初期段階となっており、民間事業者様から頂いたアイディアを落とし込んでいきながら、事業の方向性共有や検討を行ってまいります。
次年度以降、検討をさらに深め、基本計画・導入可能性調査などの具体的な取り組みを進めたいと考えております。
検討状況に応じて事業内容が変更になる場合も考えられますので、民間事業者の皆様とは継続して意見交換させていただきたいと思います。
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